
 

 

 

 

 

 

 

 

 

品川 尚子 

秋も深まり、風が冷たくなりました。冬がすぐそこまで来ています。先日の葛飾祭では、

多数の御参加をありがとうございました。保護者の皆様の御協力のおかげで充実した葛飾

祭となりました。子供たちも葛飾祭を終えて、一段と成長したように感じます。 

葛飾祭が終わると、いよいよまとめの時期に入ります。卒業、進級など、学期末の目標

に向けて子供たちと共に頑張ってまいります。 

また、１０月１７日、１８日に行われた全日本聾教育研究会東京大会への御協力にも感

謝申し上げます。当日は、全国から７００名以上の聴覚障害教育の関係者が集まり、「新し

い時代の聴覚障害教育を考える～子供たちが豊かな人生を自ら切り拓くために～」をテー

マに、授業公開、研究発表、講演会、研究協議を行い、盛会のうちに終了しました。 

特に東京学芸大学教授の澤隆史先生による記念講演での「不易と流行」という言葉が私

は印象に残っています。「“流行”とともに“不易” な営み（専門性）を大切にしたい。」「新し

い時代に応じた聴覚障害教育を 作り上げていくためにも、これまでの 聴覚障害教育を大

切にしてほしい。」というお話から、今まで培ってきた聴覚障害教育の継承と時代の変化に

合わせた工夫をバランスよく実施していくことの必要性を改めて感じました。 

さて、学校は今月から「学校評価」に向けて準備を進めます。「学校評価」とは、４月か

ら今までの教育活動について児童・生徒、保護者、外部の方々から評価を受け、その結果

に基づき、次年度以降の教育活動に生かしていくものです。今月の学校運営連絡協議会で

検討後、保護者の皆様に詳細をお知らせいたします。「学校評価アンケート」は、いわば学

校の「通知票」です。褒めていただいた点はさらに伸ばし、御指摘いただいた点は、改善

に向けて努力していきます。学校全体を総合的、客観的に評価いただければ幸いです。改

善案なども記入いただけると今後の参考になります。お忙しいところお手数をおかけいた

しますが、学校をより良くしていくために何卒御協力をお願いいたします。 

 

 

 

学校だより 

▶葛飾ろう学校ホームページ 

                  http://www.katsushika-sd.metro.tokyo.jp/ 

▶葛飾ろう学校 Twitter 

@tokyokatsuro 

学校をより良くするために 

第２４９号(令和６年度 第７号) 

令和６年１１月１日（金） 

東京都立葛飾ろう学校 
校  長   姫野 滋子 



大成功の葛飾祭！ 
                              山村 隼人   

 小学部は、舞台発表と図工・家庭科の作品展示を行いました。ここでは、舞台発表について
報告します。 
 低学年は、「西遊記」を演じました。一人一人がセリフを覚え、友達とのセリフのやりとりを
楽しみながら取り組みました。手話を使う際の表情や動きにも気を付けて、見事に演じること

ができました。 
 高学年は、「野生のロボット」という劇に挑戦しました。原作は小説で、来年映画化も予定さ
れている話題作です。「字幕のいらない劇」を目標に、読み取りやすい手話を心掛け、セリフが
ない場面でも役に合った動きをするなど、様々な工夫を凝らしました。掲示するポスターも児
童が主体となって製作しました。 
 音楽発表では、１・２年生と５・６組がエイサー、３・４年生と５・６年生が和太鼓演奏を
披露しました。緊張しながらも、みんなで心を合わせ、素晴らしい演奏をすることができまし
た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 
 
 
 

 
         「がんばったよ！ “ももたろう”」  

信田 房代 

 葛飾祭で幼稚部は「ももたろう」の劇を発表しました。子供たちは役になりきり、楽しく演

じることを目標に、9月から練習を積み重ねました。本番では、3歳児ぱんだ組・うさぎ組は

ステージで、元気いっぱいに鬼のダンスをしました。劇で使う桃や船の色塗りを、みんなで

楽しく行いました。4歳児りす組は、役によって笑顔で演じたり、鬼の強さを表現したり

し、一人二役を頑張りました。5歳児らいおん組にとっては幼稚部最後の劇発表。１２人そ

れぞれが主役！毎日練習を積み重ね、一人一人が自分の役になりきり、台詞や動きを覚え、

自信をもって本番のステージに立つことができました。 

 葛飾祭を終え、子供たちは大きく成長しました。練習を通して生まれた仲間意識、一つの

ことをやり遂げたという自信を糧にして、子供達の生活はさらに彩り豊かになっていくと思

います。 
 
 

 



第６１回全国聾学校陸上競技大会 
    天野 貴博 

                           

 １０月１２日（土）、１３日（日）にかけて上尾運動公園陸上競技場で行われた「第６１

回全国聾学校陸上競技大会」に高等部陸上競技部８名が参加しました。 

 雨が降り、気温も低く、大変なコンディションの中、部員一人一人が日々の練習の成果を

発揮し、入賞したり、自己ベストを更新したりするなどの活躍を見せてくれました。 

 たくさんの応援ありがとうございました。引き続き応援よろしくお願いいたします。 

 

【入賞結果】 

 一部女子８００ｍ  第１位 ２分４５秒４７ 

 一部女子４００ｍ  第２位 １分１０秒２４ 

 一部男子砲丸投   第６位 ７ｍ２６ 

 一部男子１００ｍ  第８位 １２秒４０ 

 二部男子８００ｍ  第１位 ２分１３秒９６ 

 二部男子１５００ｍ 第１位 ４分４５秒２２ 

               原点回帰の学部劇 「タコゲーム」 
                                  田部井 洋介 

 

今年度は 10年ほど前に中学部で取り組んでいた学部単位の発表に挑戦しました。4月から

実行委員を中心に、テーマや演出、台本などを決め、9月から本格的に練習を重ねました。

最初は台本を追いかけることに必死な生徒たちでしたが、ストーリーや自分の台詞を覚える

と、演技にも磨きがかかっていきました。準備段階では、動画の撮影・編集、字幕の入力、

衣装・小道具の検討・準備、オリジナル T シャツのデザインなど、ほとんどの作業に生徒が携

わりました。まさに生徒たちが１から作り上げた舞台発表の「タコゲーム」。生徒たちにとっ

ては初挑戦の学部劇で困惑することもありましたが、生徒一人一人が直面する課題と向き合

い、そして乗り越え、この短い間でも大きく成長した姿を見せてくれました。生徒 28名で

心を一つにして作り上げた作品を胸に、今後の様々な活動で活かしてほしいと思います。 

 

 

 

 

 



日 曜 全体 幼稚部 小学部 中学部 高等部普通科・専攻科

1 金
安全指導日 安全指導日 Ｂ週

安全指導日

安全指導日 安全指導日

全国聾学校卓球大会（兵庫）

2 土
開校記念日 全国聾学校卓球大会（兵庫）

3 日
文化の日 全国聾学校卓球大会（兵庫）

4 月
振替休日

5 火
保護者教室 Ａ週 ６ｈ委員会⑤

6 水
にじお話会（1～3年、5・６組全） 青葉中・葛飾盲交流音楽会 専攻科食物系予備相談

7 木

8 金
ブルーム 秋の遠足

13：30下校

1～3年秋の遠足

9 土

10 日

11 月
手話学習会 Ｂ週

４年中学部見学

生徒朝会 生徒集会６ｈ

専攻科集中体育（テニスAM）

12 火
避難訓練（地震・津波） 避難訓練（地震・津波）

幼稚部保護者教室

避難訓練（地震・津波） 避難訓練（地震・津波） 避難訓練（地震・津波）

13 水
ブックトーク（4～6年） 専攻科集中体育（テニス）AM

14 木

リオン 誕生会 ４年社会科見学

５年社会科見学

1年西亀有小交流

15 金
SSW⑦ 秋の遠足予備日

13:30下校

1～3年秋の遠足予備日

算数・数学検定

算数・数学検定 算数・数学検定

家庭科技術検定（2.3級）

16 土
文泉こどもクラブ

17 日

18 月
こころの相談 Ａ週

3年社会科見学

19 火
手話学習会

20 水
総合文化祭音楽部門音楽会（５・

６年）

総合文化祭音楽部門音楽会

21 木
健康相談

リケン

放課後自習開放(～28日) 社会自立支援コース職場見学

22 金
３、５年専攻科見学①

持久走前検診　交流クラブ

23 土
勤労感謝の日

24 日

25 月
手話学習会 Ｂ週 生徒朝会

26 火
おはなし会

27 水
マイノリティ体験 ３，５年専攻科見学②

28 木
やきいも会 中間考査

29 金
やきいも会予備日 持久走記録会予行 中間考査 家庭科技術検定（1級）

30 土

Ａ週はセルに色なし

Ｂ週はセルに色あり

４～６年中高部活動体験

青葉中合同音楽会

専攻科見学（１年）

就労コース見学（EF組）

保護者企業見学会

東京都立葛飾ろう学校　　令和6年１１月行事予定

備考

いじめ対策委員会よりお知らせ

・今年度のいじめ相談窓口は次のとおりです。いじめにつながりそうな心配が生じたとき場合は御相談ください。保護者と連携して、未然防止に努め

ます。幼稚部主任 内田奈緒子、小学部主任(兼特別支援教育部担当主幹) 山江直子、中学部主任 浜口直也、高等部主任 森田真奈夫、生活指

導主幹(兼幼稚部担当) 柏倉克哉、教務部主幹 笹野泰賢


